
BA 188R/09/ja/03.05
51009173

取扱説明書

RIA452
プロセスディスプレイ



RIA452

2 エン ド レスハウザー ジ ャパン



RIA452

エン ド レスハウザー ジャパン 3

プロセス表示装置

操作マニュ アル

（装置を取 り 付ける前にお読み く ださい。）

装置番号 :......................................................
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

く ださい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全にお使いいただ く ために
本プロセス表示器を安全に操作するために、 必ずこ の取扱説明書を読み、 記載された安全注意事
項を守って く ださい。

1.1 正しい使い方

RIA452 プロセス表示器はアナロ グプロセス変数を分析し、マルチカ ラーデ ィ スプレ イに表示し ま
す。 プロセスは、 アナロ グおよびデジ タル出力 と リ ミ ッ ト リ レーを使用し て、 監視および制御す
る事が可能です。 ユーザは RIA452 の多機能な ソ フ ト ウ ェアによ り 、 これを行 う こ と ができ ます。

RIA452 は 2 線式センサ用に、 ループ電源を備えています。

- RIA452 は付属機器と し て設計されてお り 、 危険地域には設置でき ません。
- 製造元は、 計器を正し く 使用し なかった こ と に起因する損害に対する責任は負いません。 装置

は絶対に改造し ないで く ださい。
- TRIA452 はパネルに取 り 付ける よ う に設計されてお り 、 取 り 付けた状態でのみ操作でき ます。

1.2 取付、 設定、 操作

本装置は 新テ ク ノ ロ ジーを使用し て製造され、 すべての当該規格および EU 指令に適合し てい
ます。 しかし、 間違った使用法や本来の目的以外の用法によ り 、 装置は危険な状態になる可能性
があ り ます。

装置の取付、 接続、 設定および保守は、 熟練技術者のみが行 う よ う にし て く ださい。 熟練技術者
は、 この取扱説明書を読んで理解し、 記載されている指示に従って く ださい。 装置が電気接続図
に従って配線されている こ と を、 必ず確認し て く ださい （4 章 「接続」 を参照）。

接続、 設定および保守は、 熟練技術者のみが行 う よ う にし て く ださい。 熟練技術者は、 この取扱
説明書を読んで理解し、 記載されている指示に従って く ださい。 装置が電気接続図に従って配線
されている こ と を、 必ず確認し て く ださい （4 章 「接続」 を参照）。

1.3 操作上の安全

技術上の改良
製造元は特に告知する こ と な く 、 新の技術開発に対応する よ う 、 技術的な仕様を改善し更新す
る権利を保有し ます。 新の取扱説明書や取扱説明書に追加予定の項目についてはお近 く の弊社
営業所までお問い合わせ く ださい。

1.4 返送

修理などで装置を送る場合は、 保護包装を使用し て く ださい。 納品時の梱包材料が 適です。
修理作業は弊社サービ ス担当者のみが行な う 事ができ ます。

! 注意 !
修理のために装置を送る場合は、 故障内容と使用状況を明記し た メ モを同封し て く ださい。
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1.5 安全性に関する注記と記号について

この取扱説明書における安全注意事項は、 以下の安全上のア イ コ ンやシンボルでラベル表示し て
あ り ます ：

" 警告 !
このシンボルは、 その作業や手順を間違え る と、 装置の誤った動作や破壊を引き起こすおそれが
あ る こ と を示し ています。

# 危険 !
このシンボルは、 その作業や手順を間違える と、 けが、 安全上の問題あ るいは装置の破壊を引き
起こすおそれがあ る こ と を示し ています。

! 注意 !
このシンボルは、 その作業や手順を間違え る と、 装置の動作に関し て間接的な影響を及ぼす可能
性があ る こ と、 または予測でき ない装置の反応を引き起こす可能性があ る こ と を示し ています。
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2 識別

2.1 装置の名称

2.1.1 型式銘板

装置の型式銘板と次の図を照合し て く ださい ：

図 2 プロセス表示器の型式銘板 （例）

1 装置の注文コード と シ リ アル番号

2 電源

3 ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン番号

4 周囲温度

5 能力

2.2 納入範囲

本プロセス表示器の納品範囲は以下の とお り です ：

• パネルマウ ン ト 式プロセス表示器
• 取扱説明書
• PC 設定用ソ フ ト ウ ェ ア CD-ROM、 RS232 イ ン ターフ ェースケーブル （オプシ ョ ン）
• 固定ク リ ッ プ
• シー リ ング リ ング

! 注意 !
8 章 「ア ク セサ リ 」 に記載されている装置のア ク セサ リ にご注意 く ださい。

2.3 認証と認定

CE マーク、適合宣言

本プロセス表示器は 新技術水準の安全要求事項に適合する よ う 設計され、 検査を受けて安全に
操作でき る こ と を確認の う え、工場から出荷されています。 本装置は IEC 61 010-1 「計測、制御、
研究で用いられる電気機器の安全要求事項」 に準拠する関連規格や指令に適合し ています。

し たがって、 こ の取扱説明書で説明されている装置は、 EU 指令の法的必要条件を満た し ていま
す。 製造元は CE マーク添付によ って、 試験に合格し ている こ と を保証し ています。
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3 取付

3.1 取付条件

取付や操作にあたっては、 許容周囲条件を確認し て く ださい （10 章 「技術データ」）。 装置を熱源
から保護し て く ださい。

3.1.1 寸法

装置の面間長さは 150 mm （5.91"） です。 詳しい寸法は、10 章 「技術データ」 に記載し てあ り ます。

3.1.2 取付位置

92 x 92 mm （3.62 "x 3.62"） の開口部のあ るパネルに取 り 付けます （EN 60529 に準拠）。 振動のな
い と こ ろに取 り 付けて く ださい。

3.1.3 向き

水平、 全方向 ±  45。

3.2 取付方法

図 3 パネルカ ッ ト 寸法 （単位 ： mm 、 カ ッ コ内の単位はイ ンチ）

パネルに 92 x 92 mm（3.62 "x 3.62"）の開口部を作成し ます。 取付の奥行きは 150mm（5.91"）です。

1. シー リ ング リ ングを付け、 本器を正面からパネル開口部に通し て押し ます。

2. 本器を水平に保ち、 2 つの固定ク リ ッ プを く ぼみに取 り 付けます。

3. ねじ回し を使用し て、 固定ク リ ッ プのねじ を均等に締めます。

プロセス表示器の寸法は、 10 章 「技術データ」 に記載し てあ り ます。
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4 接続

4.1 ク イ ッ ク接続ガイ ド

図 4 プロセス表示器の端子部 （ユニバーサル入力、 12 ページを参照）

端子割当て

端子 端子割当て タイプ

L/L+ L ＝ 交流用

L+ ＝ 直流用

電源

N/L- N ＝ 交流用

L- ＝ 直流用

NC 未接続

J1 ハード ウ ェアによ る装置の操作ロ ッ クする

ためのジ ャ ンパ。 ジ ャ ンパが J1 に取 り 付け

られている場合は、 設定は変更でき ません。

! 注意 !

ジ ャ ンパが J1 に取 り 付け られていて も、

RS232 経由で ReadWin 2000® を使って、

いつでも装置の設定ができ ます。

J2 未接続

11 + 0/4 ～ 20mA 信号
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12 信号アース （電流）

81 24 V、 センサ電源 1 ループ電源 （本質安全防爆はオプシ ョ ン）

82 アース、 センサ電源 1

41 常時閉 （NC） リ レー出力 1

42 共通 （COM）

43 常時開 （NO）

51 常時閉 （NC） リ レー出力 2

52 共通 （COM）

53 常時開 （NO）

44 常時閉 （NC） リ レー出力 3

45 共通 （COM）

46 常時開 （NO）

54 常時閉 （NC） リ レー出力 4

55 共通 （COM）

56 常時開 （NO）

141 常時閉 （NC） リ レー出力 5 （オプシ ョ ン）

142 共通 （COM）

143 常時開 （NO）

151 常時閉 （NC） リ レー出力 6 （オプシ ョ ン）

152 共通 （COM）

153 常時開 （NO）

144 常時閉 （NC） リ レー出力 7 （オプシ ョ ン）

145 共通 （COM）

146 常時開 （NO）

154 常時閉 （NC） リ レー出力 8 （オプシ ョ ン）

155 共通 （COM）

156 常時開 （NO）

端子 端子割当て タイプ
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ユニバーサル入力（オプション）

オプシ ョ ンの選択によ り 、 電流入力のほか以下の入力が可能にな り ます。

図 5 ユニバーサル入力端子部

96 デジ タルステータ ス入力用アース デジ タル入力

97 + デジ タルステータ ス入力 1

197 + デジ タルステータ ス入力 2

297 + デジ タルステータ ス入力 3

397 + デジ タルステータ ス入力 4

31 + アナロ グ出力 アナロ グ出力 （オプシ ョ ン）

32 アース、 アナロ グ出力

33 + デジ タル出力 デジ タル出力 （オプシ ョ ン）

34 アース、 デジ タル出力

91 24 V、 センサ電源 2 ループ電源 

92 アース、 センサ電源 2

端子 端子割当て タイプ
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端子割当て

4.2 装置の接続

" 警告 !
装置が電源に接続されている と きには、 取付や接続を行わないで く ださい。 通常状態で取付や接
続を行 う と、 電子回路に修復不能の損傷を与え るおそれがあ り ます。

4.2.1 電源の接続 

" 警告 !
• 装置を接続する前に、 電源が装置の銘板に記載されている電源 と一致し ている こ と を確認し て

く ださい。
• AC 90 ～ 250 V の交流で装置を動作させる場合、 過電圧器 （定格電流 ≤ 10 A） だけでな く 、 セ

パレータ用の表示があ る ス イ ッ チを装置近 く の電源ケーブルに （手の届きやすい と こ ろに） 取
り 付けて く ださい。

図 6 電源の接続

4.2.2 外部センサの接続

! 注意 !
アナロ グ付のア ク テ ィ ブおよびパッ シブセンサ、 熱電対、 抵抗、 RTD センサを装置に取 り 付ける
こ と ができ ます。

当該センサの信号タ イプによ っては、 端子を自由に選ぶこ と ができ ますが、 このこ と は本装置が
非常に柔軟に使用でき る こ と を意味する ものです。

端子 l 端子割当て

11 + 0/4 ～ 20 mA 信号

12 信号アース （電流、 電圧、 温度）

13 ± 1 V、 + 熱電対、 - 測温抵抗体信号 （3 線式 / 4 線式）

15 + 測温抵抗信号 （4 線式）

17 ± 30 V

19 + 測温抵抗体電源 （3 線式 / 4 線式）
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電流入力 0/4 ～ 20 mA

図 7 2 線式センサを電流入力 0/4 ～ 20 mA に接続

ユニバーサル入力

図 8 4 線式センサをユニバーサル入力に接続

4.3 接続後のチ ェ ッ ク

装置の状態と仕様 注意

装置やケーブルが損傷し ていますか （目視検査）。 -

電気的接続 注意

供給電圧は装置の銘板に記載されている仕様に合っていますか。

AC 90 ～ 250 V （50/60 Hz）

DC 20 ～ 36 V 

AC 20 ～ 28 V （50/60 Hz）

端子はすべて、 正しいス ロ ッ ト にし っか り はま っていますか。 個々の端

子のコーデ ィ ングは正しいですか。

-

取 り 付けたケーブルに無理な力がかから ないよ う になっていますか。 -

電源と 信号ケーブルは正し く 接続されていますか。 ハウ ジングの配線図を参照

全部のネジ込端子が確実に締めてあ り ますか。 -
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5 操作

5.1 ク イ ッ ク操作ガイ ド 

図 9 操作マ ト リ クス
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5.2 表示要素と動作要素

図 10 表示要素と動作要素

1） 緑色の動作イ ンジケータ、 供給電圧が印加される と点灯

2） 赤色の故障イ ンジケータ、 センサや装置にエラーが発生する と 点滅

3） 限界値表示 ： 電力が リ レーに供給される と 、 マーク を表示

4） デジ タル入力ステータ ス ： 緑色は操作可能、 黄色は信号が存在

5） バーグ ラ フは黄色、 42 セグ メ ン ト で、 オレ ンジ / 赤色でオーバーシ ュー ト およびアンダーシュー ト

範囲を表示

6） 7 桁 14 セグ メ ン ト 表示、 測定値は白色で表示

7） 9 x 77 ド ッ ト マ ト リ ク ス、 文字および単位は白色で表示

8） 鍵 と錠前のマークはロ ッ ク機能を表示 （5.3.3 項を参照）

9） ジ ョ グシ ャ ト ルを使用し て使用現場での操作が可能です。

5.2.1 表示

リ レー接点表示

リ レー接点へ電力な し ： 表示な し

リ レー接点へ電力あ り ： （マーク表示 （黄色））

デジ タル入力ステータ ス表示

デジ タル入力の設定値 ： （緑色）

デジ タルイ ンプ ッ ト の信号 ： （黄色）

! 注意 !
ト ラブルシューテ ィ ングの詳細は、 この取扱説明書の 9.1 および 9.2 項に記載し てあ り ます。

レンジ 表示内容 リレー接点 アナログ出力 インテグレーション

入力電流は下限エラーリ
ミットより低い

表示内容 " " 故障状態 フ ェールセーフモード を

設定

イ ンテグレーシ ョ ンな し

入力電流は下限エラーリ
ミットより高く、下限有効
値より低い

表示内容 " " 正常な限界値動作 正常な動作、 オーバーレ ン

ジは 大 10% 。 0 mA/0 V に

満たない出力は不可。

正常な動作 （マ イナスの積

算は不可）

入力電力は有効範囲 スケー リ ング された測定

値を表示

正常な限界値動作 正常な動作、 オーバーレ ン

ジは 大 10% 。 0 mA/0 V に

満たない出力は不可。

正常な動作 （マ イナスの積

算は不可）

入力電流は上限エラーリ
ミットより低く、上限有効
値より高い

表示内容 " " 正常な限界値動作 正常な動作、 オーバーレ ン

ジは 大 10% 。 0 mA/ に満

たない出力は不可。

正常な動作 （マ イナスの積

算は不可）

入力電流は上限エラーリ
ミットより高い

表示内容 " " 故障状態 フ ェールセーフモード を

設定

イ ンテグレーシ ョ ンな し
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5.3 現場での操作

メ ニューを出すには、 ジ ョ グシャ ト ルを 3 秒間以上押し ます。

5.3.1 ジ ョ グシャ ト ルを使った操作

A） E+H 3- キー機能

B） リ ス ト 選択

5.3.2 文字の入力

図 13 RIA452 を使って文字を入力

図 11 ジ ョ グシ ャ ト ルを使った操作

• 押す = ” Enter”

• 時計方向に回す = "+"

• 反時計方向に回す = "-"

図 12 ジ ョ グシ ャ ト ルを使った

リ ス ト 選択

▼

▲

▼

▲

下向き矢印 ：

リ ス ト のいちばん上にあ る項目が選択されています。 ほかの項

目を見るためには、 ジ ョ グシ ャ ト ルを右に回し ます。

両方向の矢印が表示 ：

選択 リ ス ト の真ん中です。

上向きの矢印 ：

リ ス ト の 後です。 リ ス ト の上の方に移動するには、 ジ ョ グ

シ ャ ト ルを左に回し ます。
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使用可能な文字

入力でき るのは次の文字です ：

スペース +ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyz0123456789/
\%23+-.,:* （）

5.3.3 プログラ ミ ングモー ド を無効にするには

設定全体を 4 桁のコード を使って、 意図し ないア ク セスから保護する こ と ができ ます。 このコー
ド はサブ メ ニューの 「パラ メ ータ / ユーザコード」 で指定し ます。 全パラ メ ータは表示される よ
う になっています。 万一パラ メ ータの値が変え られた場合は、 初にユーザコード をたずねられ
ます。

さ らに、 RIA452 の背面にあ る ス イ ッ チを使用し て、 設定を ロ ッ クする こ と もでき ます
（4.1 項を参照）。 ロ ッ ク状態はデ ィ スプレ イ上の対応するマーク で表示されます。

ユーザコード を使って設定がロ ッ ク されている場合は、 「鍵」 のマーク が表示されます。

ハード ウ ェア操作によ ってロ ッ ク されている場合は、 「錠前」 のマーク が表示されます。

項目 
No.

説明

1 ジ ョ グシ ャ ト ルを 3 秒間以上押し て、 文字の入力を始めます。 初の文字が点滅を始めます。

2 ジ ョ グシ ャ ト ルを回し て、 点滅する文字 （選択する文字） を変えます （｢使用可能な文字」 を参

照）。

3 ジ ョ グシ ャ ト ルを押し て、 次の文字を選択し ます （この説明の とお り に操作し ていれば、 現在 2 

番目の文字が点滅し ています）。

4 後の文字を選択し てジ ョ グシ ャ ト ルを短 く 押すと、 入力し た情報が受け付け られます。

5 ジ ョ グシ ャ ト ルを 1 秒以上 （ 大 2 秒間） 押すと 、 データ入力が拒否されます。
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6 設定

6.1 機能チ ェ ッ ク

本装置の設定を行 う 前に、 全ての接続が正し く 行われている こ と を確認し て く だ さい ：

• 3.3 項 「接続後の確認事項」 を参照し て く ださい。
• 4.3 項 「接続後のチェ ッ ク」 のチェ ッ ク リ ス ト に従って く ださい。

6.2 測定装置の電源投入

いったん動作電圧が加え られる と 、 も しエラーが発生し ていなければ緑色 LED
（= " 動作中 "） が点灯し ます。

• 初の設定時は、 納入状態のま ま全てのパラ メ ータ を初期値に設定し ます。
• 装置の運転が前も って設定された り し ている場合は、 測定が定められたパラ メ ータに従って

直ちに開始されます。 いったん 初の測定値が決定されれば限界値が切 り 替わ り ます。

6.3 装置の設定

本項では、 全ての設定可能な装置パラ メ ータ を対応する設定範囲な らびに工場設定値 （初期値）
に関連つけて説明し ます。

6.3.1 アナログ入力 - INPUT/M1

測定入力用と し て用意されている全てのパラ メ ータは、装置の "INPUT" 記号が貼 り 付け られてい
る アナロ グ入力 メ ニュー項目に見る こ と ができ ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

信号タイプ 
Signal type

Off

4 - 20 mA

0 - 20 mA

0 - 5 mA*

0 - 100 mV*

0 - 200 mV*

0 - 1 V*

0 - 10 V*

± 150 mV*

± 1 V*

± 10 V*

± 30 V*

Type B （IEC584） *

Type J （IEC584） *

Type K （IEC584） *

Type L （DIN43710） *

Type L （GOST） *

Type N （IEC584） *

Type R （IEC584） *

Type S （IEC584） *

Type T （IEC584） *

Type U （DIN43710） *

Type D （ASTME998） *

Type C （ASTME998） *

接続されたセンサの信号タ イプを選ぶ。 ＊印が付加されているパラ

メ ータは、 ユニバーサル入力時のみ有効。
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アナログ入力の調整

次のパラ メ ータ を使用する こ と で、 センサへの入力信号をセンサに合わせて調整する こ と ができ
ます。

温度測定を除いて、 センサに関し ては、 センサからの出力信号を スケー リ ング し表示させる為に
以下の方法で計算し ます。

温度センサの場合、スケー リ ング される測定値は線形近似表から計算で求めます。 温度データは、
摂氏 （°C） 、 華氏 （°F） あ るいはケルビン （K） にそれぞれ変換させる こ と ができ ます。 加えて、
オフセ ッ ト によ る補正も可能です。

PT50 （GOST） *

PT100 （IEC751） *

PT100 （JIS1604） *

PT100 （GOST） *

PT500 （IEC751） *

PT500 （JIS1604） *

PT500 （GOST） *

PT1000 （IEC751） *

PT1000 （JIS1604） *

PT1000 （GOST） *

Cu50 （GOST） *

Cu100 （GOST） *

30 - 3000 Ohm*

接続されたセンサの信号タ イプを選ぶ。 ＊印が付加されているパラ

メ ータは、 多用途共通入力指定時のみに有効。

接続センサの選択 
Connection

3 Wire

4 Wire

ユニバーサル入力時で測温抵抗体を、 3- 線式 （3 Wire） にするか、

4- 線式 （4 Wire） にするかを決定する。 信号タ イプが、 3000Ω、

PT50/100/1000、 あ るいは Cu50/100 の場合のみ設定可能。

入力値 
Curve

Linear

Quad.

°C
°F
Kelvin

使用センサの Linear または Quad. （閾平演算） は、 アナロ グ信号用と

し て選択。 °C （摂氏）、 °F （華氏）、 K （Kelvin） は、 温度センサ用と し

て選択。

信号ダンピング 
Damp

0 ～ 99.9 測定入力の 1 次ローパス信号ダンピング。 時定数は 0 ～ 99.9 秒間で

設定。

表示単位 
Dimension

XXXXXXXXX センサの測定値に対する単位あ るいは任意のテキス ト を設定。 

大 9 文字まで入力可能。

小数点表示形式 
Dec. point

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

測定値を表示する ために小数点以下の桁数。

0% 値 
0% value

-99999 ～ 99999 測定値の開始点をアナロ グ信号の種類によ って設定する。

100% 値 
100% value

-99999 ～ 99999 測定値の 終点をアナロ グ信号の種類によ って設定する。

オフセット 
Offset

-99999 ～ 99999 応答曲線のゼロ点を移動する。 本機能はセンサの調整用と し て用いら

れる。

基準温度 
Comp. temp

Intern

const

熱電対測定用基準温度 内部ジ ャ ン ク シ ョ ン （= Intern） か、 定数

（= const） を選択する。

基準温度定数 
Const. temp

9999.9 固定基準温度

本設定は、 固定基準温度を "Cmp. Temp" に設定し た と きのみ有効であ

る。 

断線検出 
Open circ.

No

Yes

断線検出

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明
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6.3.2 表示 - DISPLAY/M2

装置の表示に関する設定は全て本 メ ニュー項目にグループ分け されます。

6.3.3 アナログ出力 - ANALOG OUT/M3

出力用と し て用意されている全てのパラ メ ータは、 装置の "OUTPUT" 記号が貼 り 付け られてい
る アナロ グ出力 メ ニュー項目に見る こ と ができ ます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

参照値 
Ref. num.

Input

Lintab

Total

表示させる項目を指定する。

• Input = 測定値

• Lintab = リ ニア ラ イ ズ機能によ り 変換し た値

• Total = 積算値 （パルス出力付加機能が有効の場合にのみ）

バーグラフ表示
Ref.bargraph

Input

Lintab

信号源に対応し たバーグ ラ フを選択する。

バーグラフの小数点表示形式 
Dec. point

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

バーグ ラ フ スケー リ ングのために小数点以下の桁数。

0% 値 
Bar 0%

-99999 ～ 99999 バーグ ラ フの開始値を設定する。

100% 値 
Bar 100%

-99999 ～ 99999 バーグ ラ フの 終値を設定する。

向き 
Bar rise

Right

Left

バーグ ラ フの向き

• Right = 100% 値 （左から右に向かって上昇）

• Left = 100% 値 （左か ら右に向かって下降）

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

参照値 
Ref. num.

Input

Lintab

アナロ グ出力値を指定する。

• Input = 測定値

• Lintab = リ ニア ラ イ ズ機能によ り 変換し た値

出力ダンピング 
Out damp

0 ～ 99.9 測定入力の 1 次ローパス信号ダンピング。 時定数は ０ ～ 99.9 秒間で設

定される。

出力レンジ Off

0 - 20 mA

4 - 20 mA

0 - 10 V

2 - 10 V

0-1 V

出力の信号タ イプ

! 注意 !

「オフ」 ス イ ッ チ は出力信号を遮断する。

小数点表示形式 
Dec. point

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

測定値を出力する ために小数点以下の桁数。 アナロ グ信号によ って選

択可能。

0% 値 
Out 0%

-99999 ～ 99999 出力信号の開始値

100% 値 
Out 100%

-99999 ～ 99999 出力信号の終了値

オフセット 
Offset

-999.99 ～ 999.99 出力曲線の零点を移動 （単位 ： mA または V）。



設定 RIA452

22 エン ド レスハウザー ジ ャパン

6.3.4 デジ タルステータ ス入力 - DIGITAL INP./M5

デジ タルステータ ス入力に関する設定、 例えば、 ポンプの監視 ・ カ ウ ン タのス ター ト / ス ト ッ
プ ・ 大 / 小値の メ モ リ ー リ セ ッ ト 等は、 このセ ク シ ョ ンにグループ分け されます。

注意 ： デジタルステータ ス入力はポンプ機能を受け持つ リ レー回路に恒久的に割 り 当て られてい
ます。 リ レー 1 はデジ タル入力 1 によ って、 リ レー 2 はデジ タル入力 2 によ ってモニ ターされま
す。 リ レー 3 以下も同様に続き ます。

故障時の状態出力 
Fail mode

Hold

const

Min

Max

センサまたは装置エラーが発生し た時の出力値

• Hold = 後の有効データ

• const = 任意に設定された値

• Min = 4-20 mA 出力に対する 3.5mA、 0 V または 0 mA などの値

• Max = 0/4-20 mA 出力に対する 22.0 mA 、 1.1V または 11V などの値

故障時の出力値 
Fail value

0 ～ 999.99 "Fail mode = Const" に設定されている と きの値を こ こ でセ ッ ト する。

電流出力 ： 0 ～ 22 mA

電圧出力 ： 0 ～ 11 V

電流出力（mA）シミュレーショ
ン

OFF

0.0 mA

3.6 mA

4 mA

10 mA

12 mA

20 mA

21 mA

入力値の如何に拘わらず選択された電流値を出力。

終了時は自動的にオフにセ ッ ト される。

電圧出力（V）シミュレーショ
ン

OFF

0.0 V

5.0 V

10.0 V

入力値の如何に拘わらず選択された電圧値を出力。

終了時は自動的にオフにセ ッ ト される。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

デジタル入力機能選択 
Function

OFF

Pump

 Res. Tot.

Start/Stop 

Min/Max

選択されたデジ タル入力の機能

• OFF = オフ

• Pump = ポンプのモニ タ リ ング （ポンプモニ タ リ ング機能を参照））

•  Res. Tot. = 積算計の リ セ ッ ト *

• Start/Stop = 積算計の積算動作、 ス ター ト / ス ト ッ プを指示

• Min/Max = 大 / 小 メ モ リ 値を リ セ ッ ト する

! 注意 !
＊印が付加されたパラ メータは、 パルス出力付加機能においてのみ有効。

動作レベル 
Level

Low

High

評価を行 う 側面を選択する。

• Low = 下降側

• High = 上昇側

ポンプモニタリングサンプリン
グ時間 
Sampl. time

0 ～ 99 ポンプのフ ィ ード バッ ク がデジ タル入力に期待される時間を定義する。 

も し フ ィ ード バッ ク が定められた時間内にな されなかった と きは、 エ

ラー メ ッ セージが生成され同時に、 2 つ以上のポンプが用意されてい

る場合は稼動する。
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ポンプモニ タ リ ング機能

デジ タルステータ ス入力 1 ～ 4 は、 リ レー回路 1 ～ 4 にそれぞれ割 り 当て られています。 も しデ
ジ タルステータ ス入力機能がポンプモニタ リ ングに設定されている とする な らば、 サンプ リ ング
時間は リ レーがオン と なった時にス ター ト し ます。 このサンプ リ ング時間が規定の時間に達する
と、 デジ タル入力のサンプ リ ングが続けて行われます。 サンプ リ ング された信号が非動作中を示
すと きは、 リ レー回路は直ちにオフ と な り 、 故障 メ ッ セージが出力されます （下図参照）。 また リ
レーの代替機能が起動し ている場合は、 これに置き換え られる リ レーが呼び出されオン し ます。

図 14 ポンプモニ タ リ ング ： ポンプ OK の場合

図 15 ポンプモニ タ リ ング ： ポンプ故障の場合

パラ メ ータは次のよ う にそれぞれ設定されていなければな り ません ：

メニュー 機能（メニュー項目） 設定値

DIGITAL INP./M5 デジ タル入力機能 

Function

動作レベル 

Level

ポンプモニ タ リ ングサンプ リ ング

時間

ポンプ

Low または High

サンプ リ ング時間は秒単位で設定
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6.3.5 警報接点 - LIMIT 1...8/M10...17

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

参照値 
Ref. num.

Input

Lintab

使用する値を選択する。

• Input ： 入力信号か ら スケー リ ング し た値

• Lintab ： リ ニア ラ イ ズ機能から得られた値

機能 1 ～ 4（8） 
Function

Min

Max

Grad

In band

Out band

Alarm

限界値と エラーモニタ リ ングを選択する。 装置エラーあ るいは不正な

入力データの場合 リ レーは停止する （1.3.11 項、 エラー限界範囲 1 ～

4 を参照）

• Min ： 小値 （図 1 を参照）

• Max ： 大値 （図 17 を参照）

• Grad ： 勾配 （図 18 を参照）

• In band ： 設定し た 2 つの値の範囲内

• Out band ： 設定し た 2 つの値の範囲外

• Alarm ： 警報 リ レーと し て使われる

小数点表示形式 
Dec. point

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

限界値を表示する ために小数点の後ろに置かれた数字の桁数。

設定点 A  
Setpoint A

-99999 ～ 99999 ス イ ッ チステータ スに変化が生じ る測定値 （勾配の傾き） 初期値 ： 0.0

設定点 Ｂ  
Setpoint B

-99999 ～ 99999 第 2 のス イ ッ チポ イ ン ト は 「In band」 および 「Out band」 動作モード

用に設定する こ と が出来る。

ヒステリシス 
Hysteresis

-99999 ～ 99999 大 / 小設定時の閾値を設定。

遅延 1 ～ 4（8）（秒単位） 
Delay

0 ～ 99 閾値の到達によ る イベン ト 発生までの遅延時間を設定する （秒単位）

（図 19 を参照）。

繰返し機能 1 ～ 4（8） 
Alternate

No

Yes

リ レー接点の切換機能を指定する ：

• No ： な し ； ス イ ッ チポ イ ン ト は常に リ レーに割 り 当て られている。

• Yes ： 繰返し機能 （図 20 を参照）

繰返し操作 
24h

0 ～ 60 24 時間毎に 0 ～ 60 分間の範囲で繰返し操作時間を設定する。

ランタイム表示 1 ～ 8  
Runtime

接続機器、 例えばポンプなど、 を時間単位 [h] でその運転時間を表示

する。

警報接点と動作カウンタ 1 ～ 8  
Count

限界値の切換頻度を記録する

ランタイムと動作カウンタの
リセット 
Reset

No

Yes

ラ ン タ イ ム と 警報接点の動作カ ウ ン タ を リ セ ッ ト する。

リレー動作確認 
Simu relay

OFF

Low

High

選択された警報値のシ ミ ュ レーシ ョ ン。 本シ ミ ュ レーシ ョ ンは、 終了

時自動的にオフにセ ッ ト される。
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最小 動作モー ド

図 16 最小 動作モー ド

パラ メ ータは次のよ う にそれぞれ設定し て く ださい ：

最大 動作モー ド

図 17 最大 動作モー ド

パラ メ ータは次のよ う にそれぞれ設定し て く ださい ：

メニュー 機能（メニュー項目） 設定値

LIMIT 1...8/M10...17 Function 機能

Setpoint A 設定値 A

Hysteresis ヒ ステ リ シス

小

閾値データ

ヒ ステ リ シスデータ

メニュー 機能（メニュー項目） 設定値

LIMIT 1...8/M10...17 Function 機能

Setpoint A 設定値 A

Hysteresis ヒ ステ リ シス

大

閾値データ

ヒ ステ リ シスデータ
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勾配 動作モー ド

図 18 勾配動作モー ド

「勾配」 動作モード は、長期にわたる入力信号の変化をモニタする と きに使われます。 モニ タ リ ン
グシステムのタ イ ムベース tm は、 「PARAMETER/M55」 の "Grad. time" メ ニューで設定されてい
ます。

特定区間における、 下部レ ンジの値 M0-m と上部レ ンジの値 M0 と の差が計算されます。 も し、 こ
の計算によ って得られた差がス イ ッ チポイ ン ト A において設定された値よ り も大きい場合は、リ
レー駆動は停止し ます。

M1-m と  M1 の両者の差が " ヒ ステ リ シス " でセ ッ ト された値よ り も低 く なれば、 リ レーは再びオ
ン し ます。 符号は信号の変化の方向を示し ます。 1.0 秒毎に新しい値に計算が行われ更新されて
います （浮動間隔）。

パラ メ ータは次のよ う にそれぞれ設定し て く ださい ：

遅延時間の設定

図 19 遅延時間について

メニュー 機能（メニュー項目） 設定値

LIMIT 1...8/M10...17 Function 機能

Setpoint A 設定値 A

Hysteresis ヒ ステ リ シス

傾き

閾値データ

ヒ ステ リ シスデータ
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パラ メ ータは次のよ う にそれぞれ設定し て く ださい ：

オルタ ネー ト 機能

図 20 ポンプ制御の切換

ス イ ッ チング動作の切換は、 複数台ポンプへの負荷が均等になる よ う な制御を要する と こ ろで使
われます。 ポンプに対する ス イ ッ チング動作の主なフ ァ ク タは、 ス イ ッ チオン情報を固定的に割
り 当て るのではな く 、 どのポンプが一番長 く 働いていないかを知る こ と にあ り ます。

! 注意 !
ポンプ制御の切換に含まれていない リ レーも利用可能です。

この機能は個々に独立し た リ レーには適用でき ません。 切換対象外の リ レーは、 ス イ ッ チオン /
ス イ ッ チオフ継続時間に基づき判断される こ と はあ り ません。

パラ メ ータは上述の例に倣ってそれぞれ設定し て く ださい ：

メニュー 機能（メニュー項目） 設定値

LIMIT 1...8/M10...17 Setpoint A 設定値 A

Hysteresis ヒ ステ リ シス

Delay 遅延時間の設定

閾値データ

ヒ ステ リ シスデータ

遅延時間 [ 秒単位 ]

メニュー 機能（メニュー項目） 設定値

LIMIT 1...3/M10...12  Each: Setpoint A（各々） ： 設定値 A

 Each: hysteresis （各々） ： ヒ ステ リ シス 

 Each: alternate （各々） ： オルタネー ト 機能

閾値データ

ヒ ステ リ シスデータ

Yes
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6.3.6 積算機能 INTEGRATION/M18

本機能は、 装置のパルス出力付加機能が有効な時のみ設定可能です。

積算機能

この機能によ って、 リ ニア ラ イ ズ機能によ り 変換された値あ るいはアナロ グ入力値を積算処理す
る こ と ができ ます。

積算計は次の手順で計算を行います ： 

測定間隔は、 0.1 秒です。

6.3.7 パルス出力 - PULSE OUT/M19

パルス出力に必要な設定事項は全て この メ ニュー項目で行 う こ と ができ ます。 ただし、 当該装置
にパルス出力付加機能が装備されている こ と が必要です。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

積算機能用参照値 
Ref. integr.

Input

Lintab

積分対象の信号を選択する。

• Input = 測定値

• Lintab = リ ニア ラ イ ズ機能で変更された値

処理方法 
Integr. base

OFF

sec

Min

hour

day

積算処理を行な う 際の時間

ファクタ小数点表示桁数 
Dec. factor

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

変換フ ァ ク タの小数点位置

ファクタ 
Factor

0 ～ 99999 変換フ ァ ク タ

積算時の単位 
Dimension

XXXXXXXXX センサの測定値に対する使用単位あ るいは任意のテキス ト を入力。 

大 9 文字まで可能。

トータライザ（積算計）の
小数点表示形式 
Dec. total

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

積算計の小数点位置を指定

トータライザ 
Totalizer

9999999 積算計を表示

トータライザリセット 
Reset Total

No

Yes

積算計の リ セ ッ ト

! 注意 !

ReadWin® 2000 では設定でき ない。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

パルスデータの小数点表示形式 
Dec. value

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

パルスデータの小数点位置
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6.3.8 最大 / 最小メ モ リ - MIN MAX/M20

本装置 RIA452 は、 測定値の 大値な らびに 小値を保存する こ と ができ ます。 入力信号な らび
に、 リ ニア ラ イ ズテーブルを介し て変換された信号は、 共に信号源データ と し て取 り 扱 う こ と が
で き ます。 メ モ リ の内容は手動あ る いはデジ タ ル入力信号にて リ セ ッ ト する こ と がで き ます。
（6.3.4 項を参照）。

パルス値 
Unit value

0 ～ 99999 出力端子よ り 出力されるパルス信号の値

パルス信号幅 
Pulse width

0.04 ～ 2000ms 出力されるパルス信号のパルス幅を設定する。

! 注意 !

パルス信号の 大出力周波数は、 パルス幅に依存し、 次式で与え られ

る ：

f （ 大周波数） = 1 / （2* パルス信号幅）

パルス出力シミュレーション
Sim pulseout

OFF

1 Hz

10 Hz

100 Hz

1000 Hz

10000 Hz

指定されたパルス信号の出力は、 入力の値に関係し ない。

終了時は自動的にオフにセ ッ ト される。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

最大 / 最小データ用信号源
（参照値）
Ref. min/max

Input

Lintab

メ モ リ に格納する 大 / 小データの信号源を指定する。

• Input = 入力信号

• Lintab = リ ニア ラ イ ズ機能で変更された値

小数点表示形式 
Dec. point

XXXXX

XXXX.X

XXX.XX

XX.XXX

X.XXXX

メ モ リ 内の 大 / 小データ を表示するために小数点以下の桁数。

最小値データの表示 
Min. value

0 ～ 99999 メ モ リ 内において現時点で 小のデータ を表示する。

最大値データの表示 
Max. value

0 ～ 99999 メ モ リ 内において現時点で 大のデータ を表示する。

最小値データのリセット 
Reset min

No

Yes

メ モ リ に格納されている 小値データ を リ セ ッ ト する。

最大値データのリセット 
Reset max

No

Yes

メ モ リ に格納されている 大値データ を リ セ ッ ト する。
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6.3.9 リ ニアラ イズ機能 - LIN. TABLE/M21

本装置 RIA452 は、 入力信号を リ ニア ラ イ ズする ために使用する テーブルを格納し ています。 こ
のテーブルを使用する こ と によ って、 例えば、 レベル信号を相当する容積データに変換する こ と
ができ ます。

6.3.10 リ ニアラ イズポイ ン ト  - LINPOINTS 1..X/M23..MXX

リ ニア ラ イ ズ機能に よ り 設定 さ れた各データ を表示し ます。 こ の メ ニ ュー項目は、 テーブルが
6.3.9 項のも と で作られ、 かつ "LIN. TABLE/M21" メ ニューで " 全ポイ ン ト の表示 " のパラ メ ー
タが "Yes" 選択された と きのみ表示可能と な り ます。 

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

入力点数 
Counts

2 ～ 32 必要なサポー ト ポ イ ン ト の数。 少な く と も ２ 以上の数を入力する こ と 。

使用単位 
Dimension

XXXXXXXXX センサの測定値に対する単位あ るいは任意のテキス ト は、 こ こ で明示

される。 大 9 文字まで入力可能。

Y 軸の小数点表示形式 XXXXXXX

XXXXXX.X

XXXXX.XX

XXXX.XXX

XXX.XXXX

リ ニア ラ イ ズテーブル Y- 成分データに関する小数点以下の桁数を設

定する。

テーブルの削除 
Del. points

No

Yes

全ての入力ポ イ ン ト を削除する。

テーブルの確認
Show points

No

Yes

全ての入力ポ イ ン ト を表示 ・ 確認する。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

X- 軸データ 
X value

-99999 ～ 99999 リ ニア ラ イ ズテーブルの X- 軸成分データ 入力データに該当する。

Y- 軸データ 
Y value

-99999 ～ 99999 リ ニア ラ イ ズテーブルの Y- 軸成分データは前の X- 軸成分データに属

し ていた もの。 変換された測定データに該当する。
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6.3.11 動作パラ メ ータ - PARAMETER/M55

本 メ ニュー項目は、 構成に関するオプシ ョ ンを含んでいます。 例えば、 ユーザコード、 RIA452 の
NAMUR 等に対する フ ェールセーフモード の設定などが含まれます。

機能（メニュー項目） パラメータ設定 説明

ユーザコード 
User code

0 ～ 99999 自由に設定可能なユーザコード。 一度こ のコード が入力される と 、 構

成の変更は再度ユーザコード が入力される まで不可能と な る。

また本コード が記録される と 、 「鍵」 のマークがデ ィ スプレ イ上に表示

される。

プログラム名
Progname

ILU00xA RIA452 にイ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウエアの名前を表示する。

プログラムバージョン 
Version

V X.XX.XX RIA452 にイ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウエアのバージ ョ ン

オルタネート機能 
Func. alt.

Time 時間

Count 回収

オルタネー ト 機能を使用する場合の設定を行な う 。

• Time = オルタネー ト 機能を時間で設定

• Count = オルタネー ト 機能を リ レーの動作回数で設定

リレーロック時間 
Lock time

99.9 リ レーの停止時間を設定、 0 ～ 99.9 秒

リレーモード
Rel. Mode

OFF

ON

リ レーのフ ェールセーフモード を指定する。

• OFF = エラーの発生または装置故障時に非励磁状態。

• ON = エラーの発生または装置故障時に励磁状態。

勾配測定時間 
Grad. Time

1 ～ 100 勾配を測定する時間を設定する、 1 ～ 100 秒

Namur 定義 
Namur

No

Yes

NAMUR の設定 （例えば、 断線検出回路）。

4 ～ 20 mA 電流信号専用

エラーリミット１ 
Range 1

3.6 （0.0 ～ 22.0） 入力信号へのエラー リ ミ ッ ト

"NAMUR=Yes " 動作モード では、 エラー リ ミ ッ ト  1 ～ 4  は Namur 

NE 43 で指定される範囲内に割 り 当て られ、 変更はでき ない。

"NAMUR=No" 動作モード では、 エラー リ ミ ッ ト は自由に選択でき る。 

こ こ で、 エラー リ ミ ッ ト  1 ～ 4  の間では次の式が成 り 立っていなけれ

ばな ら ないこ と に注意 ： エラー リ ミ ッ ト  1 < エラー リ ミ ッ ト  2 < エ

ラー リ ミ ッ ト  3 < エラー リ ミ ッ ト  4。

これらの関係が満た されているかど う かは、 たった 1 個の リ レーで見

極める こ と ができ る （"Alarm" 動作モード）。

エラーリミット２ 
Range 2

3.8 （0.0 ～ 22.0）

エラーリミット３ 
Range 3

20.5 （0.0 ～ 22.0）

エラーリミット４ 
Range 4

21.0 （0.0 ～ 22.0）

コントラストの調整
Contrast

0 ～ 99 デ ィ スプレ イ コ ン ト ラ ス ト を設定する。

• 0 = 低明暗差

• 99 = 高明暗差
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7 保守
本装置に関し て特別な保守作業は必要あ り ません。

8 付属品

9 ト ラ ブルシューテ ィ ング
次項以降に ト ラブルシューテ ィ ング と し て、 各エラーに対し考え られる原因を概説いた し ます。

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングイ ンス ト ラ クシ ョ ン

# 危険 !
防爆仕様の装置の場合は、 安全上の理由によ り 、 装置を開放し た状態で故障診断プロ グ ラ ムを
実行することはできません。 

! 注意 !
デ ィ スプレ イ上にエラーコード が表示されるエラーについては 9.2 項で説明し ています。

よ り 詳しい情報については 5.2.1 項を参照し て く ださい。

品名 オーダーコード

ReadWin® 2000 PC 環境設定ソ フ ト 、 3.5 mm ジャ ッ ク コネ ク タ付シ リ

アルケーブル （RS232 ポー ト 用）。

RIA452A-VK

ReadWin® 2000 PC 環境設定ソ フ ト 、 TDL （CDI） コネ ク タ付シ リ アル

ケーブル （USB 用）

TXU10A-xx

IP65 フ ィ ール ド ハウジング 500 88199

表示 原因 対策

測定値の表示な し 電源が接続されていない 装置の電源を確認する

電源は正常、 装置不良 装置の交換

レ ンジオーバーあ るいはゲイ ン不

足を示す赤色の表示がバーグ ラ フ

上で点滅し ている。

アナロ グ出力 > （レ ンジスケール

に対し て） 10% 超過または過小

アナロ グ出力のスケー リ ングを確

認する （100% 出力と 0% 出力）。
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9.2 プロセスエラー メ ッ セージ

! 注意 !
故障は 優先事項です。 関連するエラーコー ド が表示されます。 データ書込み ・ 読込み用 メ モ リ
モジ ュールに欠陥があ る場合や、 データが正確に読めなかった場合は、 故障状態にな り ます。

9.2.1 装置の異常

9.2.2 不正確なエン ト リー

エラー
コード

原因 影響 対処方法

E 101 電源投入後、 設定 / 校正

データ読込みバスエラー

装置の動作に障害 機器エラー、 サービ スに通

知

E 102 不自然な動作データ

（チェ ッ ク サム）

設定が消え る プ リ セ ッ ト を実行

E 103 不自然な校正データ 装置の動作に障害 機器エラー、 サービ スに通

知

E 104 電源投入後、 小 / 大

データ読込みバスエラー

不正確な 小 / 大値 小 / 大値を リ セ ッ ト

E 105 電源投入後、 リ レーデータ

読込みバスエラー

不正確な リ レーデータ リ レーデータ を リ セ ッ ト

E 106 ユニバーサルカード バスエ

ラー

ユニバーサル入力に障害 ユニバーサルカード を交

換、 サービ スに通知

E 210 パルス出力、 パルスバッ

フ ァーオーバーフ ロー

高 10 回のパルスがバッ

フ ァーされる

パルス出力のパラ メ ータ

を、 高周波数を超えない

よ う に設定

E 221 ポンプエラー、 デジ タル入

力 1

リ レーがフ ェールセーフ

モード にな る

操作や電源のオン / オフ よ

るエラーの確認

E 222 ポンプエラー、 デジ タル入

力 2

ポンプエラー、 デジ タル入

力 3

ポンプエラー、 デジ タル入

力 4

E 290 小数点のシフ ト のため数値

がオーバーシュー ト

小数点の位置を変更でき な

い

小数点の位置と数値の範囲

をチェ ッ ク

エラー
コード

説明 装置の反応

E 290 依存するパラ メ ータの数値のオーバーフ

ローのため、 小数点の後の桁数が増えな

い。

何かキーが押される まで、 エラーコード

が表示される。
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9.3 スペアパーツ

図 21 RIA452 スペアパーツ

部品番号 名称 注文コード

1 フ ロ ン ト ハウ ジング RIA452X-HA

2 ハウジングシール 50070730

3 Ex- カバー （ リ アパネル） 51008272

4 シール付回転ボ タ ン RIA452X-HB

5 リ レーボード RIA452X-RA

6 メ イ ンボード 90 ～ 250 V、 50/60 Hz RIA452X-MA

メ イ ンボード DC 20 ～ 36 V ； AC 20 ～ 28 V、 50/60 Hz RIA452X-MB

7 標準入力カード RIA452X-IA

標準入力カード ATEX、 FM、 CSA 承認 RIA452X-IB

多機能入力カード RIA452X-IC

8 デ ィ スプレ イボード一式 RIA452X-DA

9 LCD （バッ ク グ ラ ウ ン ド照明付ガ ラ ス） RIA452X-DB

10 端子 （電源） 3 ピン 50078843

11 端子 （ リ レー 1 ～ 8） 6 ピン 51005104

12 端子 （アナロ グ入力） 4 ピン 51009302

13 端子 （アナロ グ出力、 オープン コ レ ク タ、 ループ電源） 6 ピン 51008588

14 端子 （デジ タル入力） 5 ピン 51008587

15 ジ ャ ンパ操作ロ ッ ク 50033350

部品番号

な し

ハウジング固定ク リ ッ プ RIA452 （1 個 ） 50084623
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9.4 返送

再利用や修理のために装置を送る場合は、 保護包装を使用し て く ださい。 その際、 でき るだけ納
品時の梱包材料を使用し て く だ さ い。  顧客サービ ス担当者または特別な訓練を受けた技術者の
みが、修理を行 う こ と ができ ます 修理のために装置を送る場合は、故障内容を明記し た メ モを同
封し て く ださい。

9.5 廃棄

本装置には電子部品が含まれています。 し たがって、 廃棄の際には、 電子機器廃棄物 と し て処分
し て く ださい。 自治体の廃棄物処分に関する規則を遵守し て く ださい。
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10 技術データ

10.0.1 入力

測定パラ メ ータ 電流入力 （標準）

デジ タル入力 （標準）

電流 / 電圧、 抵抗値、 測温抵抗体、 熱電対 （ユニバーサル入力はオプシ ョ ン）

測定レンジ 電流入力 : 

• 0/4 ～ 20 mA +10% オーバーレ ンジ、 0 ～ 5 mA
• 短絡時電流 ： 大 150 mA
• 入力イ ンピーダン ス ： * 5 Ω
• 応答時間 ： * 100 ms

ユニバーサル入力 :

電流入力 ： 
• 0/4 ～ 20 mA +10% オーバーレ ンジ、 0 ～ 5 mA
• 短絡時電流 ： 大 100 mA
• 入力イ ンピーダン ス ： ≤ 50 Ω

電圧入力 ：
• ± 150 mV、 ± 1 V、 ± 10 V、 ± 30 V、 0 ～ 100 mV、 0 ～ 200 mV、 0 ～ 1 V、 0 ～ 10 V
• 入力イ ンピーダン ス ： ≥ 100 kΩ

抵抗入力 ：
• 30 ～ 3,000 Ω* 、 3 線 または 4 線入力時

測温抵抗体 :
• Pt100/Pt100/500/1000、 Cu50/100、 Pt50 3 線 / 4 線式
• 測定電流 Pt100/500/1000 = 250 µA

熱電対 ：
• J、 K、 T、 N、 B、 S、 R 　 IEC584 に準拠
• D、 C 　 ASTME998 に準拠
• U、 L 　 DIN43710/GOST に準拠
• 応答時間 : * ≤ 100 ms

デジタルステータス入力：

• 電圧レベル 低 -3 ～ 5 V、 高 12 ～ 30 V （DIN19240 に準拠）
• 大入力電圧 34.5 V
• 入力電圧の種類 3 mA、 過負荷および極性逆転保護機能付
• 大サンプ リ ング周波数 10 Hz

電気的絶縁性 他のすべての回路間で絶縁

10.0.2 出力

出力信号 リ レー、 ループ電源 （標準）

電流、 電圧、 パルス、 本質安全防爆対応ループ電源 （オプシ ョ ン）

警報信号 LCD 画面上に測定値の表示な し、 バッ ク グ ラ ウ ン ド照明な し、 センサ電源遮断、 出力信号遮断、
リ レーはフ ェールセーフ状態。

電流 / 電圧出力 スパン ：

• 0/4 ～ 20 mA （ア ク テ ィ ブ）、 0 ～ 10 V （ア ク テ ィ ブ）

負荷 ：

• ≤ 600 Ω （電流出力時）
• 大ループ電流 22 mA （電圧出力時）
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信号特性 ：

• 自由にス ケー リ ング可能

各回路間絶縁保護

パルス出力 • 大周波数レ ンジ 12.5 kHz
• Imax = 200 mA
• Umax = 28 V
• 200 mA 時 Ulow/max = 2 V 
• パルス幅 = 0.04 から 2000 ms
• 低負荷 1 kΩ

リ レー接点 信号特性 ：

• バイナ リ 、 限界値に到達し た と きに動作

動作機能 ： 動作モード別 リ ミ ッ ト リ レース イ ッ チ ：

• 小 / 大安全
• ポンプ制御機能
• バッチ機能
• 時間管理
• ウ ィ ン ド ウ機能
• 勾配
• 機器故障
• センサ故障

ス イ ッ チング点 ：

• 自由に設定可能

ヒ ステ リ シス ：

• 0 ～ 99%

信号元 ：

• アナロ グ入力信号
• 積算値
• デジ タル入力

接点数 ：

• 標準で 4 点 （オプシ ョ ンによ り  8 点まで追加可能）

仕様 ：

• リ レーの種類 ： 切換式
• リ レー切換容量 ： AC 250V  / DC 30V、 3 A
• ス イ ッチング回数 ： 通常 105

• ス イ ッチング周波数 ： 大 5 Hz

回路間の絶縁性を確保

! 注意 ! 端子割当て
低電圧回路と超低電圧回路の割当てを隣合 う リ レーでは行わないで く ださい。 .

ループ電源 ループ電源 1、端子 81/82（本質安全防爆はオプション）：

仕様 ：

• 出力電圧 ： 24 V ± 15%
• 出力電流 ： 大 22 mA （Uout ≥ ≧ 16 V、 短絡保護付出力維持）
• イ ンピーダン ス ： ≤ 345 Ω Ω

絶縁 ：

• 他回路間で絶縁

HART 通信 ：

• HART 通信にて影響な し

認定 ：

• ATEX
• FM
• CSA
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ループ電源 2、端子 91/92:

仕様 ：

• 出力電圧 ： 24 V ± 15%
• 出力電流 ： 大 250 mA （短絡保護付出力維持）

絶縁 ：

• 他回路間で絶縁

HART 通信 ：

• HART 通信にて影響な し

10.0.3 電源

電気的接続

図 22 プロセス表示器の端子部
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ユニバーサル入力 （オプシ ョ ン）

オプシ ョ ンの選択によ り 、 電流入力のほか以下の入力が可能にな り ます。

図 23 ユニバーサル入力端子部 （オプシ ョ ン）

電源 標準仕様 ： AC 90 ～ 250 V  50/60 Hz

低電圧仕様 ： DC 20 ～ 36 V、 AC 20 ～ 28 V  50/60 Hz

消費電力 大 24 VA

イ ン ターフ ェース RS232

• 接続 ： ソ ケ ッ ト 式 3.5 mm、 RIA452 裏面端子部
• 転送プロ ト コル ： ReadWin® 2000
• 転送レー ト ： 38,400 B

10.0.4 技術特性

標準動作状態 供給電源 ： AC 230 V  ± 10%、 50 Hz ± 0.5 Hz

ウ ォームア ッ プ時間 ： 90 分

環境温度 ： 25 °C （77 °F）

測定制度 電流入力 ：

精度 フルス ケールの 0.1%

解像度 13 ビ ッ ト

温度ド リ フ ト ≤ 0.4%/10K （≤ 0.4%/18 °F）
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ユニバーサル入力 ：

精度

入力 ： レ ンジ ：  測定レ ンジでの精度 （oMR） :

電流 0 ～ 20 mA、 0 ～ 5 mA、 4 ～ 20 mA

上限 22 mA

± 0.10%

電圧 > 1 V 0 ～ 10 V、 ± 10 V、 ± 30 V ± 0.10%

電圧 ≤ 1 V ± 1 V、 0 ～ 1 V、 0 ～ 200 mV、 0 ～ 100 mV、 

± 150 mV

± 0.10%

測温抵抗体 Pt100、 -200 ～ 600 °C （-328 °F ～ 1112 °F）

（IEC751、 JIS1604、 GOST）

Pt500、 -200 ～ 600 °C （-328 °F ～ 1112 °F）

（IEC751、 JIS1604）

Pt1000、 -200 ～ 600 °C （-328 °F ～ 1112 °F）

（IEC751、 JIS1604）

4 線式 ： ± （0.10%  oMR + 0.3K

（0.54 °F））

3 線式 ： ± （0.15%  oMR + 0.8K

（1.44 °F））

Cu100、 -200 ～ 200 °C （-328 ～ 392 °F） （GOST）

Cu50、 -200 ～ 200 °C （-328 ～ 392 °F） （GOST）

Pt50、 -200 ～ 600 °C （-328 ～ 1112 °F） （GOST）

4 線式 ： ± （0.20%  oMR + 0.3K

（0.54 °F））

3 線式 ： ± （0.20%  oMR + 0.8K

（1.44 °F））

抵抗値測定 30 ～ 3000 Ω 4 線式 ： ± （0.20%  oMR + 0.3K

（0.54 °F））

3 線式 ： ± （0.20%  oMR + 0.8K

（1.44 °F））

熱電対 タ イプ J （Fe-CuNi）、 -210 ～ 999.9 °C （-346 ～

1831 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +0.5K）  -100 °C
（± （0.15% oMR +0.9 °F）  -148 °F）

タ イプ K （NiCr-Ni）、 -200 ～ 1372 °C （-328 ～

2501 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +0.5K）  -130 °C
（± （0.15% oMR +0.9 °F）  -202 °F）

タ イプ T （Cu-CuNi）、 -270 ～ 400 °C （-454 ～

752 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +0.5K）  -200 °C
（± （0.15% oMR +0.9 °F）  -328 °F）

タ イプ N （NiCrSi-NiSi）、 -270 ～ 1300 °C （-454

～ 2372 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +0.5K）  -100 °C
（± （0.15% oMR +0.9 °F）  -148 °F）

タ イプ B （Pt30Rh-Pt6Rh）、 0 ～ 1820 °C （32 ～

3308 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +1.5K）  600 °C
（± （0.15% oMR +2.7 °F）  1112 °F）

タ イプ D （W3Re/W25Re）、 0 ～ 2315 °C （32 ～

4199 °F）

（ASTME998）

± （0.15% oMR +1.5K）  500 °C
（± （0.15% oMR +2.7 °F）  932 °F）

タ イプ C （W5Re/W26Re）、 0 ～ 2315 °C （32 ～

4199 °F）

（ASTME998）

± （0.15% oMR +1.5K）  500 °C
（± （0.15% oMR +2.7 °F）  932 °F）

タ イプ L （Fe-CuNi）、 -200 ～ 900 °C （-328 ～

1652 °F）

（DIN43710、 GOST）

± （0.15% oMR +0.5K）  -100 °C
（± （0.15% oMR +0.9 °F）  -148 °F）

タ イプ U （Cu-CuNi）、 -200 ～ 600 °C （-328 ～

1112 °F）

（DIN43710）

± （0.15% oMR +0.5K）  -100 °C
（± （0.15% oMR +0.9 °F）  -148 °F）

タ イプ S （Pt10Rh-Pt）、 0 ～ 1800 °C （32 ～

3272 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +3.5K） 0 ～ 100 °C
（± （0.15% oMR +6.3 °F）  32 ～ 212 °F）

± （0.15% oMR +1.5K） 100 ～ 1800 °C
（± （0.15% oMR +2.7 °F）  212 ～ 3272 

°F）

タ イプ R （Pt13Rh-Pt）、 -5 ～ 1800 °C （-58 ～

3272 °F）

（IEC584）

± （0.15% oMR +3.5K）  0 ～ 100 °C
（± （0.15% oMR +6.3 °F）  32 ～ 212 °F）

± （0.15% oMR +1.5K）  100 ～ 1800 °C
（± （0.15% oMR +2.7 °F）  212 ～ 3272 

°F）

解像度 16 ビ ッ ト

温度ドリフト 温度ド リ フ ト ： ≤ 0.1%/10K （18 °F）
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電流出力：

電圧出力

10.0.5 取付

取付方法 取付位置

パネルマウ ン ト 92x92 mm （3.62x3.62"） （「形状と寸法」 を参照）

向き

水平、 全方向 ± 45

使用環境 周囲温度

-20 ～ +60 ℃ （-4 ～ 140 °F）

保管温度

-30 ～ +70 ℃ （-22 to 158 °F）

使用高さ

基準海面 < 3000 m （9842 ft）

環境等級

IEC 60654-1、 等級 B2 に準拠

結露

フ ロ ン ト 部 ： 許容

ハウジング部 ： 不可

保護等級

フ ロ ン ト 部 IP 65 / NEMA 4

ハウジング部 IP 20

耐シ ョ ッ ク、 耐振動

2 （+3/-0） Hz ～ 13.2 Hz ： ± 1.0 mm

13.2 Hz ～ 100 Hz ： 0.7 g

電磁適合性 （EMC）

• 干渉波の適合性 ：
IEC 61326 工業環境 / NAMUR NE 21

• 干渉波の放出 ：
IEC 61326 等級 A

直線性 フルス ケールの 0.1%

解像度 13 ビ ッ ト

温度ド リ フ ト ≤ 0.1%/10K （18 °F）

リ プル電流 500 Ω にて 10 mV、 ≤ 50 kHz

直線性 フルス ケールの 0.1%

解像度 13 ビ ッ ト

温度ド リ フ ト ≤ 0.1%/10K （18 °F）
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10.0.6 形状と寸法

形状と寸法

図 24 単位 ： mm （カ ッ コ内の単位はイ ンチ）

図 25 パネルカ ッ ト 寸法 （単位 ： mm、 カ ッ コ内の単位はイ ンチ）

重量 約 500 g （1.1 ポン ド）

材質 • フ ロ ン ト ハウジング ： ABS 樹脂、 表面処理実施済み
• ハウジング ： ポ リ カーボネー ト 樹脂 PC10GF

端子 差込可能ネジ込式端子、単線1.5 mm2（0.0023 in2）ソ リ ッ ド ワ イヤよ り 線、1.0 mm2（0.0016 in2）に対応
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10.0.7 ヒ ューマン イ ン ターフ ェ ース

表示部の説明

図 26 プロセス表示ユニ ッ ト の LC デ ィ スプレ イ

① 　 RIA452 のステータ ス表示用 LED ： 緑－操作可能、 赤－装置またはセンサの故障

② 　 上下限表示機能付バーグ ラ フ

③ 　 7 桁 14 セグ メ ン ト 表示

④ 　 テキス ト 書込用フ ィ ール ド （ ド ッ ト マ ト リ ッ ク ス 9 x 77）

⑤ 　 リ ミ ッ ト 接点表示 1 ～ 8

⑥ 　 ステータ ス表示部、 デジ タル入力

⑦ 　 ロ ッ ク機能表示 '

• 表示
-99999 ～ +99999

• 信号化
- 警報接点
- 測定レ ンジのオーバーシュー ト  / アンダーシュー ト

操作 ジ ョ グシ ャ ト ルによ る操作

リ モー ト 操作 設定

 PC ソ フ ト ウ ェ ア ReadWin® 2000 によ り 設定可能

インターフェース

TDL イ ン ターフ ェース ： USB 経由で PC と接続 （「ア ク セサ リ 」 を参照）

RS232 イ ン ターフ ェース ： シ リ アルイ ン ターフ ェースケーブルで接続 （「ア ク セサ リ 」 を参照）
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10.0.8 認証と認定

CE マーク 本装置は EU 指令の法的必要条件を満た し ています。 エン ド レ ス＋ハウザー社は CE マーク添付
によ って、 試験に合格し ている こ と を保証し ています。

防爆認定 現在入手可能な Ex バージ ョ ン （ATEX、 FM、 CSA など） に関する資料は、 お申し込みいただけ
れば弊社よ り 提出いた し ます。

その他規格、
ガイ ド ラ イ ン等

• IEC 60529 ：
ハウジングの保護等級に関するガイ ド ラ イ ン （IP コード）

• IEC 61010-1 ：
計装および制御機器、 ラ ボ用機器の保護等級に関するガイ ド ラ イ ン

• CSA 1010.1
計装および制御機器、 ラ ボ用機器の安全要求事項－一般条件

• FM 3610
本質安全防爆機器の使用と防爆区域内への設置条件に関する条件

• CSA C22.2.157
防爆区域のおける本質安全防爆機器の使用方法に関する条件

• CSA E79-11
ガス防爆 （本質安全防爆 'i'） 機器に関する規定

• EN 50020
防爆 （本質安全防爆 'I'） 機器に関する規定

10.0.9 参照文書

❑ システム コ ンポーネン ト カ タ ロ グ－デ ィ スプレ イユニ ッ ト 、 DIN レール取付機器、 サージアレ
ス タおよびエナジーマネージ ャー （FA016R）

❑ 防爆に関する補足文書 ：
ATEX II （1） GD: XA 053R





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 180-0006  東京都武蔵野市中町 3-4-22

Tel. 0422(55)6663　Fax. 0422(55)6538

■水島サービス
〒 712-8061  岡山県倉敷市神田 1-5-22  旭ﾋﾞﾙ

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

07.05/ 広報宣伝

BA 188R/09/ja/03.05
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス課ヘルプデスク
〒 180-0006  東京都武蔵野市中町 3-4-22

Tel. 0422(60)8003　Fax. 0422(55)6538

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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